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天
阜、
官
后
両
陛
下

が
肪

附さ
れ
る
巾
同
で

い
ま、
H
木
の
天
門以
制

を
慨
脱
し
た
「
日
本
天

皇
列
伝」
と
い
う
本
が
出
版
さ

れ、
話
題
だ。
服
代
天
皇
を
列

伝
風
に

鮒介
し、
天
日
制
の
泌

史
に
も
触
れ
た
中
国
初
の一
般

内
だ。
限

下を
「
戦
後
の
新
教

育
で
民
主
主
義、
平
和
主
義
の

影
mm
を
強
く
受
け
た」
と

杭般

的
に
評
価
し
て
お
り、
つ
い
こ

の
間
ま
で
の
天
沼
制
批
判
の
文

乃
は一
パ
も
な
い。
小
間
の
天

皇
観
は
変
わ
っ
た
の
か。

出
版
は
昨
年
十
二
川
だ
が、

す
ぐ
に
計
店
に
品川
ぷ
リ
木
と
は

泌
い、
中
川
で
店
副
に
恨
ん
だ

の
は
今
年
の
以
ご
ろ
か
ら。
外

国
の
報
道

関係
者
の
注
口
を
鈍

め、
中
凶

パ慨
を
扱
っ
て
い
る

I¥11.混

？中国の天皇観変わる
東
京・
神
田
の
内
山
古
店
の
三

制
勝
利
編
鈎
部
長
は
「
幹
部
向

け
内
部
発
行
の
本
や
研
究
論
文

は
あ
っ
た
が、
一
般
向
け
は
初

め
て
で
は
な
い
か」
。

著
者
は
蒋
立
隙
氏（四
七）。
中

川
社
会
科
苧
院
口
本
研
究
所
政

治
室
副
研
究
只。
版
元
の

京方

山
版
社
は、
中
間
研

究占
に
よ

る
と
「
時
々
の
政
治・
外
交
問

題
に
対
す
る
中
国
政
府
の
見
解

を
人
民
に
知
ら
せ
る

n的
で
木

を
出
す
出
版
社」
と
さ
れ、
三

浦
部
長
は
「
ご
訪
中
受
け
入
れ

の
関
係
部
門
に
は
『
説
む
よ
う

に』
と
い
う
迎
述
が
出
て
い
る

と
思
う」
。

初
版
は
五
千
部
だ
が
現
地
で

の
人
手
が
鮒
し
い
ほ
ど
の
必
れ

行
き。
雑
誌
の
中
間

特集
で、

こ
の
本
の
利
介
を
し
よ
う
と
し

た
あ
る
日
本
の
大
手
出
版
社
が

予
告
広
告
ま
で
出
し
な
が
ら

「
苧
に
入
ら
な
か
っ
た」
と
い

う
内
山
で
旧削
減
を
断
念
し
た。

木
は
五
百
構
成
で、
第一
戸川

は
A
天
皇
HA
神
話
定
進
現
実
H

．
大
引
は
神
話
か
ら
現
実
の
も
の

に
V
と
泌
さ
れ、
歴
代
天
皇
の

ーっ

服
山人
を
迫
っ
て
い
る。

m．一
市
は
AA
天
円以
は
U
本
の

段
日
統
治
者
に
V、
第
三
設
は

A天
日一
の
儲
か
ら
哀
へ
の
5
0

0
何十V、
第
四
市
は
A
天
門戸
は

hμ
を
火
い
つ
つ
続
い
た
V。
ま

た、

岱ボ
で
は
天
日
の
む引
称
の

山
米
か
ら
三
研
の
神
初、
抑
辺

と
の
関
係
な
ど
虫
宅
に
か
か
わ

る
あ
ら
ゆ
る
邪
柄
を
説
明
し、

巻
ぷ
に
は

コ六
勺
世

間盟問凶」
と

い
う
系
諦
も。

陛
下
に
触
れ
る
の
は
第
五
市

A
天
皇
又
回
到
了
政
治
舞
台

H
天
皇
は
再
び
政
治
の
郷
台

に
V
0
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

A平

成
年
代
的
明
仁

天皇H
平
成
年

代
の
切
に
天
皇
V
。
孝
明、
明

治、
火
花、
附
利
夫
町ほ
と一
粕

だ。「
学
習
院
牧
師
の
中
で
も、

。
災
総
教
師。

の
パ
イ
ニ
ン
グ

夫
人
と一
河
内出
応

忠明治

組良
の
小

・
以
れJ一
氏
の
パ
山
に
対
す
る
Mw

m
は
大
き
く、
夫
人
の
平
等、

平
和
感
怨、
小
浪
氏
の
白
山
主

義
思
忽
と
象
徴
天
皇
論
の
感
化

を
受
け
た」

「
在
学
中
に
『
日
本
の
同
市

備
に
は
反
対』
と
主
張
し
た」

「
口出
室
外
交
に
力
を
注
い
で
お

り、
こ
れ
ま
で
に
四
十
余
り
の

同
を
粉
川
し
て
い
る」
「
九州
知

学
の
研
究
者
と
し
て
二
十
五
の

、

論
文
を
発
表
し
て
い
る」
「
蝕

昧
は
ほ
か
に
も
チ
ヱ
口、
mw

術、
テ
ニ
ス、
ス
キ
l」

さ
ら
に、
「
中
国
に
対
し
て

は一
円
し
て
友
好
的
な
立
場
を

取
っ
て
き
た」
と
評
価
し、

ご
九
七で．
作
（
附
和
凶
十
八

年〉
に

京京
で
中
国
文
物
出
土

肢
を
見
学
さ
れ
た
際、
駐
日
中

国
大
使
に
対
し
『
日
本
は一
時

期、
中
間
に
対
し
て
誠
に
巾
し

択
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た。
非
常
に
冶
憾
に
感
じ
ま

す』
と
話
し
た」
と
中
国
に
都

合
の
よ
い
記
述
も
あ
る
が・・・。

昭
和
天
皇
に
つ
い
て
も
た
ん

た
ん
と
し
た
記
述
が
目
立
つ。

「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
天
皇
を

否
定
的
に
と
ら
え
た
比
刀
ば
か

り
教
え
ら
れ
て
き
た
人
間
に
と

っ
て
は、
こ
の
本
の
評
価
は
新

鮮
だ」
と
中
国
人
留
学
生。
別

の
中
国
人
留
学
生
は
「
天
皇
の

こ
と
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
し、
文
市
も
簡
潔

し一

「
戦

争刀
任
を
負
う
べ
き
だ」

と
し
な
が
ら
も
ご
切
の
A
任

を
天
皇一
人
に
押
し
つ
け
る
の

は
事
実
で
も
な
け
れ
ば
公
平
で

も
な
い」
と
総
指
す
る。
「
戦

後
は
臼
本
の
安
定
と
先
出、
国

際
．平
和
の
交
流
に
川崎
心
し
た」

と
し、
日
本
近
代
史
上
の
虫
要

人
物
の一
人
と
計
倒
す
る。

で
読
み
や
す
い」
と
評
価
す
る。

巾
附
悩
峨・
京
以
外
大
教
授

も
客
観
的
な
記
述
に
焼
い
た一

人。
「
怨
者
は
ま
だ
中
堅
研
究

者
の
よ
う
だ
が、
先
入
飢
な

く、
非
常
に
よ
く
勉
強
し
て
お

り、
象
徴
天
日
制
を
し
っ
か
り

理
解
し
て
向
い
て
い
るo
Q
附

．
戦

争口任
と
い
う
而
で
の
み

昭
和
天
皇
が
諮
ら
れ
て
き
た
こ

と
を

亨え
る
と、
大
変

な述
い

だ。
お
い
世
代
の
天
旦
飢
を
代

表
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
中

国
に
日
本
の
天
皇
制
を
冷
附
に

見
て
い
こ
う
と
い
う
世
代
が
持

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い。

中
間
で
こ
う
い
う
本
が

出版
さ

れ
た
こ
と
は
前
向
き
に
抑
制
す

べ
き
だ
と
思
う。
広
く
説
ま

れ、
巾
回
の
指
持
者
も
こ
れ
く

ら
い
の
認
認
に
立
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
だ」
と
沼
っ
て
い
る。

ご
川山
中
に
つ
い
て
は、
「
よ

人
日
報」
が
八
月
三
十
日、
約

半円ー
を
制
い
て
「
風
袋
人
物

第
1
2
5
代
U
木
天
日：・
明

仁」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

本説

仰
の
将
何
人

り鮒介
必

引を
ω

峨
し
た。
開
和
天
町民
崩
御
後、

「
犬
山
に
戦
争
汀
任
が
な
い
ば

長訪Eメディア総動員
か

りか、
平
和
を
願
い
続
け
た

鉱
愛
あ
ふ
れ
る
御
仁
で
あ
っ
た

と
い
う
に
い
た
っ
て
は、
人
々

は
さ
ぞ、
彼
が
生
前
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
授
か
ら
な
か
っ
た
の

を
惜
し
が
っ
た
だ
ろ
う：・」
と

国
本
社
会

を皮
肉
っ
た
コ
ラ
ム

を
減
せ
た
新
聞
が
で
あ
る。

写
只
を
七
枚
も
刻
扱
し、

A
王
子
与
e
双
姑
仙則。
的
故
事

H
王
子
と。
シ
ン
デ
レ
ラ。
の
物

船
V
と
い

う表
現
も
使
っ
た。

「
ご
訪
中
に
向
け
て
メ
デ
ィ

ア
が
総
動
れ
さ
れ
る
の
は、
こ

れ
か
ら
で
し
ょ
う」
と
中
間
研

究
者
は
い
う。
中
国
の
こ
の
新

し
い
天
半
飢
が
定
治
す
る
の

か、
そ
れ
と
も
歓
迎
ム
l
ド
を

峨

り卜．
げ
る
た
め
の一
時
的
な

泌
山
な
の
か。

〈
社
会
部

ト日
中
良
惑
\....,/ 

「変わる？中国の天皇像　「陛下は民主、平和主義者


